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１．概要 

小国地域の自家用有償旅客運送について、前回の登録から重大な事故無く３年経

過することから、更新登録を行うもの 

 

２．登録の内容 

（１）名称、住所、代表者の氏名 

名    称：特定非営利活動法人 ＭＴＮサポート 

住    所：新潟県長岡市小国町法坂６７６番地 

代表者の氏名：理事長 板屋 忠 

（２）登録番号 

北新過第３号 

（３）自家用有償旅客運送の種別 

公共交通空白地有償運送 

（４）運送の区域 

長岡市小国地域（次ページ運行ルート図のとおり） 

（５）旅客から収受する対価 

・大人        ：200円 

・小学生       ：100円 

・未就学児      ：無料 

・障がい者等     ：100円 

・回数券       ：100円券 11枚つづり 1,000円 

・定期券 

中学生 

１ヶ月  8,000円 

３ヶ月 24,000円 

６ヶ月 48,000円 

     ※片道の定期券の場合は、上記の定期券運賃の半額 

  

議決事項 

 第１号 
小国地域自家用有償旅客運送の更新登録について 
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小国地域生活交通 運行ルート図 

【R元年度からの変更点】 

①運行ルートの統一 

・川東、川西ルートを廃止し、 

全便同一ルートに変更 

②9往復/日→7往復/日 

法末線(小国乗合タクシー) 

３往復／日  予約制 

(週３回 火･木･土曜日運行) 

大貝線(オーケーバス) 

９往復／日 

(月曜日～金曜日運行) 

八王子線(小国乗合タクシー) 

３往復／日  予約制 

(週３回 月･水･金曜日運行) 
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長岡２００さ２３９０  トヨタ 14 人乗り車両 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長岡３００わ１１３５  トヨタ 10 人乗り車両 
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議決事項 

 第２号 
生活交通改善事業計画（バリアフリー化設備等整備事業）
について 

 

■国の地域公共交通確保維持改善事業費補助金であるバリアフリー化設備等整備事

業に事業者が補助申請する際、必要となる計画を策定するもの 

 

 

・令和元年度変更計画 長岡市生活交通改善事業計画（福祉タクシー導入） 

内容：導入台数  １０台 ⇒ ２台 
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生活交通改善事業計画（バリアフリー化設備等整備事業） 
 

平成 31年 2月 20日 

変更 令和  年  月   日 

（名 称）長岡市地域公共交通協議会 

（代表者）会長 茂田井 裕子  印 

 

１．生活交通改善事業計画の名称 

 長岡市生活交通改善事業計画（福祉タクシー導入） 

 

２．バリアフリー化設備等整備事業の目的・必要性 

長岡市の人口は、過去５年間の人口動態を見ると自然減、社会減となっており、減少傾

向で推移している。また、少子高齢化が確実に進んでおり、長岡市の高齢化率 30.1％

（H30.4.1現在）は全国平均 28.0％（H30.4.1 現在）に比べて高くなっている。 

そこで、年齢や障害の有無にかかわらず、誰もが容易に快適に移動できるような公共交

通機関の環境整備が求められており、特に単独で公共交通機関の利用が難しい高齢者や障

害のある人に対するドア・ツー・ドアの個別移送サービスの需要が高まっている。 

こうしたなか、長岡市総合計画に掲げた『生涯健やかで、いきいきと暮らせるまちの実

現』や『都市の活力と魅力にあふれ、安全・安心で住みよいまちの実現』を図るためには、

高齢者や障害者等のニーズに迅速に応えられる安全で便利な福祉タクシーを積極的に配置

することが必要である。 

■福祉タクシー利用者の推移 

  平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 H30/H28（%） 

利用者（人） 42,638 59,237 57,754 +35.5 

※ 市内の事業者からの聞き取り調査によるデータ  ※ 平成 30年度は見込み値 

 

３．バリアフリー化設備等整備事業の定量的な目標及び効果 

（１）事業の目標 

長岡市内には、Ｈ31年 1月現在、福祉タクシーが、車いす専用 26台、寝台車い

す兼用 12台、軽福祉車両 16台、ユニバーサルデザインタクシー8台、合計 62台

が導入されている。 

国は「高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律」の基本方針に

おいて、令和 2年度までに全国で約 28,000台の福祉タクシーの導入を目標として

掲げており、長岡市は国の基本方針に基づき、令和 2 年度までに 62 台（人口比 

※H23）となるよう目標を設定したが、平成 29年度末で目標を達成した。今後は、

この台数を維持しながら、令和元年度の予定導入台数は 2台を目標とする。 

令和元年度変更計画 長岡市生活交通改善事業計画（福祉タクシー導入） 
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（２）事業の効果 

福祉タクシーの増車により、高齢者や障害者等の高まる利用ニーズに応え、交通弱者の

移動しやすい交通手段として、移動の円滑化に寄与することができる。 

 

 

４．バリアフリー化設備等整備事業の内容と当該事業を実施する事業者 

（１）事業の内容：実施事業者（補助対象事業者） 

福祉タクシーの導入：実施事業者は別紙１のとおり 

（実施事業者（補助対象事業者）の身体・知的の２区分における運賃割引率について） 

別紙１のとおり 

（２）関連事項（以下、〈 〉内の事業に該当する場合に記載） 

〈福祉タクシー車両・共同配車センターに係る事業〉 

特定地域における一般乗用旅客自動車運送事業の適正化及び活性化に関する特別措置

法（平成 21年法律第 64号）第 11 条に定める特定地域における特定事業計画の提出状況。 

   別紙１のとおり 

 

 

 

５．バリアフリー化設備等整備事業に要する費用の総額、負担者及びその負担額 

２０１９年度（令和元年度）（当該年度）・・・内訳は別紙１のとおり 

事業の名称 
総事業費 

割合 

国費 

割合 

都道府県負

担割合 

市区町村負

担 

割合 

事業者負担 

割合 

福祉タクシ

ーの導入 

6,071 千円 1,200 千円 千円 千円 4,871千円 

100％ 19.8％ ％ ％ 80.2％ 

 
千円 千円 千円 千円 千円 

％ ％ ％ ％ ％ 

合 計 
6,071 千円 1,200 千円 千円 千円 4,871千円 

100％ 19.8％ ％ ％ 80.2％ 
※総事業費については見込み額を記載。 

※列記の者以外に費用負担者がいる場合は、適宜修正の上、全体構成が分かるように記載。 
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２０２０年度（翌年度） 

事業の名称 
総事業費 

割合 

国費 

割合 

都道府県負

担割合 

市区町村負

担 

割合 

事業者負担 

割合 

福祉タクシ

ーの導入 

5,000 千円 1,200 千円 千円 千円 3,800千円 

100％ 24.0％ ％ ％ 76.0％ 

 
千円 千円 千円 千円 千円 

100％ ％ ％ ％ ％ 

合 計 
5,000 千円 1,200 千円 千円 千円 3,800千円 

100％ 24.0％ ％ ％ 76.0％ 

※総事業費については見込み額を記載 

※列記の者以外に費用負担者がいる場合は、適宜修正の上、全体構成が分かるように記載。 

 

 

 

２０２１年度（翌々年度） 

事業の名称 
総事業費 

割合 

国費 

割合 

都道府県負

担割合 

市区町村負

担 

割合 

事業者負担 

割合 

福祉タクシ

ーの導入 

5,000 千円 1,200 千円 千円 千円 3,800千円 

100％ 24.0％ ％ ％ 76.0％ 

 
千円 千円 千円 千円 千円 

100％ ％ ％ ％ ％ 

合 計 
5,000 千円 1,200 千円 千円 千円 3,800千円 

100％ 24.0％ ％ ％ 76.0％ 

※総事業費については見込み額を記載 

※列記の者以外に費用負担者がいる場合は、適宜修正の上、全体構成が分かるように記載。 
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６．計画期間 

 

以下項目別に概ねの着手・実施期間を矢印（←→）、または横棒線（―――）

で記載。 

●で年度ごとの事業着手日、事業完了日を記載 

 

事業の名称 

2019年度 2020年度 2021年度 

4月   9月  12月  3月 4月   9月  12月   3月 4月  9月  12月  3月 

福祉タクシーの

導入 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

７．協議会の開催状況と主な議論  

平成 31年 2月 13 日 ： 長岡市地域公共交通協議会で事業内容について協議 

（協議が整った日：平成 31年 2月 13 日）  

令和 2年 2月 21 日： 長岡市地域公共交通協議会で変更事業内容（導入台数の変更）につい

て協議実施 

（協議が調った日：令和 2年 月 日） 

 

８．利用者等の意見の反映 

●事業内容について協議 

○長岡市消費者協会      …（協議が整った日：平成 31年 2月 20 日） 

○長岡市老人クラブ連合会   …（協議が整った日：平成 31年 2月 20 日） 

○長岡市社会福祉協議会    …（協議が整った日：平成 31年 2月 18 日） 

●変更事業内容（導入台数の変更）について協議 

○長岡市消費者協会      …（協議が調った日：令和 2年 月 日） 

○長岡市老人クラブ連合会   …（協議が調った日：令和 2年 月 日） 

○長岡市社会福祉協議会    …（協議が調った日：令和 2年 月 日） 

 

 

  

3月 31日完了 

交付決定日以降着手 

 ２台（予定） 

交付決定日以降着手 

  ２台（予定） 

3月 31日完了 3月 31 日完了 

交付決定日以降着手 
２台（予定） 
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９．協議会メンバーの構成員 

関係都道府県 新潟県長岡地域振興局 企画振興部 地域振興課 

関係市区町村 長岡市 都市整備部 

交通事業者・交通

施設管理者等 

東日本旅客鉄道株式会社 新潟支社 

越後交通株式会社 

新潟県バス協会 

新潟県ハイヤータクシー協会 

国土交通省北陸地方整備局 長岡国道事務所 

新潟県長岡地域振興局 地域整備部 

長岡市土木部 

新潟県警察本部 交通部交通規制課 

地方運輸局 
国土交通省 北陸信越運輸局 

国土交通省 北陸信越運輸局新潟運輸支局 

その他協議会が必

要と認める者 

長岡技術科学大学（学識経験者） 

長岡市消費者協会（利用者） 

長岡市老人クラブ連合会（利用者） 

日本労働組合総連合会 新潟県連合会 中越地域協議会（労働組合） 

 

 

 

【本計画に関する担当者・連絡先】 

 

（所 在） 新潟県長岡市大手通 2丁目 6番地  

（所 属） 長岡市都市整備部交通政策課     

（氏 名） 田中 純             

（電 話） ０２５８－３９－２２６７      

（e-mail） koutuu@city.nagaoka.lg.jp      
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       ＜参考＞

＊R1年度利用者数は見込み

＊R1年度利用者数は12月時点

25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 R1年度

福祉タクシー

利用者数
45,690 45,977 43,375 42,638 59,237 55,280 55,275

福祉タクシー

保有台数
59 61 58 58 64 62 67
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議決事項 

 第３号 
令和２年度事業計画（案）について 

 

１．主要事業 

 

（１）路線バス及び公共交通空白地有償運送（小国地域、川口地域、 

山古志地域・太田地区）の効率的な運行の検討 

 

（２）公共交通空白地（和島地域）における移動手段の検討 

 

（３）共助運送の活用に関する検討 

 

（４）栃尾地域における事前予約制タクシーの実証実験及び検証 

 

（５）自家用車から公共交通への乗り換えについて利便性向上を目指した 

寺泊駅前広場整備（造成工事、支障物件移転工事） 

 

（６）意識啓発活動の推進 

（小学校や高齢者を対象としたモビリティマネジメント教室） 

 

（７）新たな公共交通システム勉強会の開催 

 

 

２．協議会の開催 

 

・３回程度開催（５月、１１月、２月を予定） 

 

・必要により地域分科会の開催 
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議決事項 

 第４号 
令和２年度年度歳入歳出予算（案）について 

 

１．歳入 

（単位：円） 

款 項 目 

R2年度 

予算額 

（A） 

H31年度 

予算額 

（B） 

比較 

（A－B） 
説明 

1 負担金 1 負担金 1 負担金 4,000,000 3,050,000 950,000 
長岡市負担金 

（内示額） 

2 補助金 1 補助金 1 補助金 0 0 0 
 

 

3 繰越金 1 繰越金 1 繰越金 0 0 0  

4 諸収入 1 諸収入 1 雑 入 0 0 0  

合計 4,000,000 3,050,000 950,000  

 

 

２．歳出 

（単位：円） 

款 項 目 

R2年度 

予算額 

（A） 

H31年度 

予算額 

（B） 

比較 

（A－B） 
説明 

1 運営費 

1 会議費 1 会議費 500,000 300,000 200,000 
委員報酬、 

お茶代等 

2 事務費 1 事務費 50,000 50,000 0 
印紙、 

振込手数料等 

2 事業費 1 事業費 1 事業費 3,450,000 2,700,000 750,000 
協議会運営 

業務委託 

3 予備費 1 予備費 1 予備費 0 0 0  

合計 4,000,000 3,050,000 950,000  
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協議事項 

 第１号 
路線バスの運行見直しについて 

  

 

１．三条看護・医療・歯科衛生専門学校の開学に伴う路線バス延伸 

令和２年度の「三条看護・医療・歯科衛生専門学校」の開学に合わせて、学生及

び教職員の通学・通勤の足を確保するため、路線バスを延伸する。 

【内容】 

東三条駅前＝寺泊車庫前線※の寺泊車庫 16:40 発を、三条看護・医療・歯科衛生

専門学校の最寄りバス停留所である「大学・専門学校前」停留所経由で運行するた

め、路線延伸する。 

 

※東三条駅＝寺泊車庫前線は県及び市の補助対象路線 

 

 

現 状 見直し案 

寺泊車庫前（発）    １６：４０ 

～井土巻２丁目    １７：３２ 

 

～地場産センター前  １７：３４ 

～燕三条駅前     １７：３６ 

～東三条駅前（着）  １７：５４ 

寺泊車庫前（発）    １６：３６ 

～井土巻２丁目    １７：２８ 

～大学・専門学校前  １７：３３ 

～地場産センター前  １７：３８ 

～燕三条駅前     １７：４０ 

～東三条駅前（着）  １７：５８ 
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２．ながおか花火館の開館に伴う路線バス延伸 

 

令和２年度の「ながおか花火館」の開館に合わせて、公共交通による来訪者の足

を確保するため、路線バスを延伸する。 

【内容】 

長岡駅前＝日赤病院前の路線バスを数便、ながおか花火館まで延伸する。 

 

※ 延伸便数やバス停名称等は今後調整する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

運行ルート図 

運行経路を延伸 

（新設） 

現在の 

長岡駅前＝日赤病院前 

の運行ダイヤ 
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協議事項 

 第２号 
自家用有償旅客運送の運行見直しについて 

 

（1）山古志地域 

○年々利用者数が減少していることから、運行効率化のために全体的な運行本数の

見直しを実施する。 

 

1）令和元年度の利用状況 

①全体の利用状況 

○令和元年度の延べ乗車人数の 4～12月平均は 1,288人/月となっており、

平成 30年度（1,331人/月）と比べて約２％減少している。 

○月別に見ると、全体的に微減している。 

※10月の増加は、冬期のスクール定期券が前倒しとなったためである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 延べ乗車人数（学校関連便含） 

 

 

【参考】過去の推移（学校関連を除く） 
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②便別の利用状況 

「平成 30年度から令和元年度」への変更便の状況を以下に示す。 
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【村松線】 

● 

【岩間木線】 

● 

【種苧原線】 

●：学校関連便 

□：令和元年度に減便 

【小松倉線】 

● 

● ● ● ● ● ● ● 

● ● ● ● ● ● ● 

● ● ● ● ● ● 

※乗車人数は 4月～12月の乗車人数の平均 

※表示時刻は令和元年度の始発時刻を表示 

（但し、減便は平成 30年度の始発時刻） 
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 2）主な見直し内容 

今年度は、乗車実績の低い便を廃止し、「路線バス」と「学校行きバス」を統合

し運行を開始した。 

次年度は、利用実績にあわせて、乗車実績の低い便を減便し、乗車実績や要望

のある便を維持もしくは増便する。さらに、山古志小・中学校からの下校に関し

て不都合が生じたため、子ども達の負担とならないよう増便する。 

 

①運行ルートの見直し 

   ○今年度は実施しない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
図 運行ルート 
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②運行本数の見直し 

 ○各路線について、運行本数を以下の通り変更する。 

表 変更内容 

路線 変更内容 

小松倉線 
・小松倉発山古志支所行 6:45を「減便」する。 

 (実績：利用実績がほとんどいないため減便） 

種苧原線 
・山古志支所発種苧原行 14:35 を「増便」する。 

 (要望：午後の市街地からの帰宅に合わせて増便) 

村松線、小松倉線、 

種苧原線の 

学校関連便 

・３路線とも山古志小･中学校発 16:15の便を追加設定する。 

 (要望：小学校からの要望に合わせて追加設定) 

・村松線は 10月～３月の冬期運行のみとする（下記表※１） 

（村松線沿線に小学生がいないため基本的には必要としな

いが、冬期は中学生の下校に対応するため運行） 

・小松倉線・種苧原線においては、R１年度は帰宅便として

13：00、14：00、15：25 出発便を設定し、そのうち２便を下

校時間に合わせて学校との協議により２便を運行していた。

R2年度は 16：15 発も追加設定し、同様に２便を運行する。 

 

表 運行本数の変更（予定） 

路線名 種別 令和元年度 令和２年度 

村松線 
路線バス 11便(1) ※2 11便(0) ※2 

学校関連便 3便     2便※1    

岩間木線 
路線バス 5便    5便    

学校関連便 -    -    

種苧原線 
路線バス 6便(2) ※2 7便(2) ※2 

学校関連便 3便    3便    

小松倉線 
路線バス 6便(2) ※2 5便(2) ※2 

学校関連便 3便    3便    

合計 37便    36便    

※1：村松線の学校関連便は、小学生がいないため小学生の帰宅用の便を削減 

また、中学生は夏期の学校関連便がないため、冬期のみの運行 

※2：カッコ内は山古志小・中学校が発着となる便(学休日は除く) 

※3：学校関連便は、登校時の 1便＋下校時に 1便～2便（小学生と中学生 

の下校時刻が同一なら 1便、そうでなければ 2便）の運行 

 

 3）今後の予定 

   今回の見直しの結果を検証し、更なる運行効率化に向けて改善を検討していく。 
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（2）小国地域 

  大貝線の運行効率化のために、運行ルートや時刻、運行便数の見直しを実施する。

なお、デマンド方式で運行している八王子線および法末線は、運行内容の変更は行

わないこととする。 

 

1）令和元年度の大貝線の利用状況 

①全体の利用状況 

〇令和元年度の延べ乗車人数の 4～12月平均は 361人／月となっており、 

平成 30年度（395人／月）と比べて、8.6％減少している。 

〇月別では、７月、９月は利用者が増加しているが、全体としては減少してい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 延べ乗車人数（大貝線） 

 

【参考】過去の大貝線の乗車人数 
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②便別の利用状況 

大貝線の便別の乗車人数と「平成 30 年度から令和元年度」への変更便の状

況を以下に示す。 
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※表示時刻は令和元年度の始発時刻を表示（但し、減便は平成 30年度の始発時刻） 
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 2）主な見直し内容 

今年度は、大貝線において運行車両を小さくし、太郎丸郵便局を経由するルー

トに変更した。 

次年度は、大貝線において運行ルートを整理し、全集落への運行便数を同じに

するとともに、利用実績にあわせて、乗車実績の低い便を減便する。 

 

①大貝線の運行ルートの見直し 

○利用状況や地域からの要望を踏まえて、下記のとおりとする。 

・西便と東便を見直し、太郎丸郵便局～諏訪井地蔵様間を廃止し、全便、共

通ルートとして運行する。 

・小国沢入口から、「太郎丸郵便局」⇔小栗山⇔森光⇔原三叉路⇔諏訪井地

蔵様⇔原三叉路⇔苔野島⇔三桶⇔大貝へとする。 

・これまで同様、始点と終点は変更しない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 運行ルート（令和２年度）  

全便同じルート 

で運行 

廃止区間 

廃止区間 

太郎丸 
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②運行本数の見直し 

 ○各路線について、運行本数を以下の通り変更する。 

・現在の利用客の意向を最大限尊重し、買物・通院・健康づくりに配慮したダ

イヤとする。 

※運行ダイヤの設定方針 

①越後交通（長岡・小千谷行き）に接続する。 

②通院・買物の利便性に配慮する。 

③長岡・小千谷からの着便に、合わせられない場合もある。 

 

表 主な変更内容 

路線 変更内容 

大貝線 

・横田クリニック発 8:45を廃止する。 

・横田クリニック発 14:30と 16:05 を統合する。 

・大貝発 9:15を廃止する。 

・大貝発 14:00と 15:05 を統合する。 

※八王子・法末線 ・変更なし 

 

表 運行本数の変更（予定） 

路線名 種別 令和元年度 令和２年度 

大貝線 
路線バス（西便） 10便 

14便 
路線バス（東便） 8 便 

八王子線 予約制乗合タクシー 6 便 6 便 

法末線 予約制乗合タクシー 6 便 6 便 

合計 30便 26便 

 

 

③その他 

・後期高齢者の免許返納を促し、町内会などでオーケーバスの活用を PRする。 

 

 

 3）今後の予定 

   今回の見直しの結果を検証し、更なる運行効率化に向けて改善を検討していく。 
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（3）川口地域 

平成 28 年 4 月に行った時刻改定（ダイヤ改正）から３年が経過した。現状に

合わせて、利用者の利便性の向上と運行の効率化を図るために、運行内容の変更

を行う。 

 

1）利用状況 

①全体の利用状況 

○バスの延べ乗車人数は、平成 30 年度と比較し月別で変動はあるものの、全

体として微増となっている。 

○平成２８年度をピークに減少傾向である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 延べ乗車人数（川口地域バス 全路線） 

 

【参考】過去の乗車人数 
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  ②便別の利用状況 

   ○西川口・田麦山線は、「8:15」「8:55」をはじめ、増加傾向にある。上川線は、

便別では増減があるものの、路線としてはほとんど変化がない。和南津・木

沢線は、減少傾向にある。 
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 2）主な見直し内容 

利用者の少ない時間帯の運行を廃止し運行時間を短縮による効率化とともに、

ぬくもり荘（診療所の最寄り停留所）を始発に変更することで、診療所利用者等

の利便性の向上を図る。 

 

①運行ルートの見直し 

○利用者の利便性と、効率的な運行を行う事を目的に、起点終点を『川口支所』

からバスの車庫前『ぬくもり荘』とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・起終点を「川口支所」から「ぬくも 

り荘」に変更したため、各路線とも 

「川口支所」⇔「ぬくもり荘」間 

は同じルートに変更 

図 運行ルート（令和２年度） 
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②運行本数等の見直し 

 ○各路線について、運行本数を以下の通り変更する。 

表 変更内容 

路線 変更内容 

和南津・木沢線と 

上川線 
・運行 1 便は、『和南津・木沢線』、『上川線』とする。 

西川口・田麦山線 

・運行２便以降は、利用者の多い『西川口・田麦山線』を充実

させる。 

（※2 台で 3 路線を運行しているため、利用者の多い時間帯

に西川口・田麦山線を設定） 

全路線 

・お昼過ぎまで連続して運行し、利用者の利便性を図る。 

・利用者が少ない７時半からの運行と１６時台は運行を中止

して８時から１６時までの運行とし、３路線各６便の運行

とする。 

 

表 運行本数の変更（予定） 

路線名 令和元年度 令和２年度 

西川口・田麦山線 7 便 6 便 

和南津・木沢線 7 便 6 便 

上川線 7 便 6 便 

合計 21便 18便 

 

 

 

 3）今後の予定 

   今回の見直しの結果を検証し、更なる運行効率化に向けて改善を検討していく。 
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協議事項 

 第３号 
長岡市地域公共交通網形成計画の実施状況について 

 

■長岡市地域公共交通網形成計画の施策内容と実施状況 

施策 事業内容 
令和元年度実施状況 

令和 2年度実施予定内容 
実施予定内容 評価 実施状況 

①基幹路線の検討 

①-１基幹路線のサービスレベル向上検討 

・他の地域より運行頻度が低くなっている「山古志地域、小

国地域、和島地域、寺泊地域」への基幹路線の運行時間帯

や運行回数の見直しを検討する。 

・サービスレベル向上策の検討

及び、交通事業者との調整。 
― 

・利用状況を把握し、地域からの声も反映しながら運行見直しの検討及び調

整を実施し、大幅な運行見直しは行わなかったが、一部地域ニーズを反映

した時刻の見直しを実施した。 

・サービスレベル向上策の検討及

び公共交通事業者との調整 

②市街地路線・ 

長岡地域郊外路線 

の検討 

②-１市街地路線のニーズに対応した運行検討 

・市街地路線の運行見直しを行う。 

・必要に応じて利用人数調査等

によりニーズを把握し、運行見

直しに反映 

― 

・中央循環線「くるりん」の状況調査を実施し、現在の運行が望ましいと判

断した。 

※R１年４月から１２月までの実績では収入が経費を上回っている。 

・必要に応じて利用人数調査等に

よりニーズを把握し、運行見直

しに反映 

③地域相互連絡路

線の検討 

③-１近隣自治体への移動需要に合わせた運行検討 

・近隣自治体への移動が多く見られる「寺泊地域と燕

市」、「小国・川口地域と小千谷市」を結ぶ各路線の運行

回数、運行時間等の見直しを行う。 

・移動需要に合わせた運行の検

討及び公共交通事業者との調整 
― 

・2020 年度の開学を目指している「三条看護・医療・歯科衛生専門学校」

の開学に合わせて、「東三条駅～寺泊車庫前線」運行経路見直しの調整を

行った。 

・栃尾地域において、見附駅に向かう「上見附車庫・見附駅～下塩線」の路

線バス廃止を受け、「見附駅～文納地区」までのデマンドタクシーの運行

について見附市と協議し、令和元年 10 月から運行を開始した。 

・移動需要に合わせた運行の検討

及び公共交通事業者との調整 

④自家用車から 

公共交通への 

乗り換え利便性向

上 

④-１パークアンドライド用駐車場の整備 

・パークアンドライド用に利用可能な駐車場が無い駅を優

先的にパークアンドライド用駐車場の整備を検討する。 

・寺泊駅前広場整備事業（実施

設計） 
Ａ ・寺泊駅前広場整備において実施設計を実施、地元関係者と調整を行った。 

・寺泊駅前広場整備において、造

成工事及び支障物件の移転工事

を行う予定 

⑤公共交通空白地

における公共交通

の確保 

⑤-１地域特性に応じた運行検討 

・公共交通空白地が多い中之島地域・和島地域・寺泊地域

を対象に、地域特性に応じた運行サービスとしてデマンド

交通の運行を検討する。 

・和島地域は、地域バス実証運

行 

・中之島地域・寺泊地域の生活

交通を検討 

Ａ 

・和島地域で、地元検討会を設置して令和元年 9 月から割烹バスによるボラ

ンティア運送を開始。ニーズの把握と共に今後の展開を検討中 

・中之島地域で、地元共助会が主体となって、ボランティアによる共助運送

について検討中 

・寺泊地域は、他の地域を参考としながら今後の方針を検討中 

・和島地域は、地元検討会と意見

交換しながら、今後の進め方を

検討し、実証運行を行う。 

・中之島地域は、地元共助会と意

見交換しながら、共助運送の実

現に向けて検討・調整 

・寺泊地域は、他の地域を参考と

しながら今後の方針を検討 

⑥施設立地や道路

網の変化に対応し

た公共交通サービ

スの提供 

⑥-１施設立地や道路網の変化に対応した運行経路検討 

・需要が高い施設の立地や新規道路整備が行われた場合は、

新たな需要に対応するため、運行経路の見直しを行う。 

・施設立地や道路網の変化に応

じて、適宜事業を実施 
― 

・2020 年のオープンを目指している「ながおか花火館」へのバスの運行に

ついて調整を継続中 

・「ながおか花火館」へ路線バス

を延伸 

・施設立地や道路網の変化に応じ

て、適宜事業を実施 

※実施状況の評価 Ａ：計画通り Ｂ：一部達成 Ｃ：検討中 Ｄ：未着手 －：評価が困難なもの（年度の定期的評価が難しいもの）  
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施策 事業内容 
令和元年度実施状況 令和２年度 

実施予定内容 実施予定内容 評価 実施状況 

⑦三者（市民等・

交通事業者、行

政）による協働・

連携の推進 

⑦-１公共交通についての話し合いの場の形成 

・長岡市による適切なサポートのもと、全ての周辺地域

で、市民等･交通事業者･行政の三者による公共交通につい

ての話し合いの場を形成する。 

・山古志地域、小国地域、川口地

域において分科会を開催 

・地域で公共交通の検討を行って

いる和島地域、栃尾地域で話し

合いの場を開催 

Ａ 

・山古志地域、小国地域、川口地域において分科会を開催 

・栃尾地域では区長説明会、和島地域では検討会、中之島地域では共助

会、寺泊地域では地域委員会の分科会で公共交通について話し合いを行

った。 

・山古志地域、小国地域、川口地

域において分科会を開催 

・栃尾地域においては実証運行・

本格運行に向けた検討会を開催 

・和島地域においては実証運行に

向けた検討会、中之島地域におい

ては共助運送にむけた共助会を開

催 

・各地域とよく意見交換を行い、

地域特性に応じた公共交通の運行

について検討を進める。 

⑧意識啓発活動の

推進 

⑧-１モビリティマネジメントの推進 

・これまで取り組んできた「ノーマイカーデー」に加え、新

たなモビリティマネジメントの取り組みを検討し、市民の意

識啓発を推進する。 

・ﾉｰﾏｲｶｰﾃﾞｰ等、適宜事業を実施 

・新たなモビリティマネジメント

の取組方法の検討 

Ａ 

・ノーマイカーデーを実施した。 

・中島小学校２年生の児童 40 名、先生 3 名、保護者（ボランティア）9

名を対象に、越後交通㈱協力のもと「バスの乗り方教室」を実施した。 

・越後交通株式会社路線バスにおいて、夏休み期間小学生運賃が 50 円と

なるｷｬﾝﾍﾟｰﾝを実施した。 

・ノーマイカーデーを実施 

・バスの乗り方教室を拡充して実

施 

⑨わかりやすい情

報提供 

⑨-１バスロケーションシステムの導入拡大検討 

・リアルタイムでバスの位置情報がわかる「中央循環線」

と「宮内環状･宮内川崎環状線」のルート上のみの表示範

囲の拡大と多言語化の検討を行う。 

・バス接近情報の表示範囲の拡

大や多言語化を検討 
Ｃ 

・表示範囲の拡大、多言語化ともに検討を行ったが、どちらも整備に莫大

な費用がかかることから、費用対効果も含め検討を継続中 

・来訪者も考慮した機能拡大の検討 

・新たな公共交通システムの勉強

会を実施 

⑨-２バス位置表示モニター設置および情報内容の充実化検討 

・アオーレ長岡１階、長岡駅２階に設置している「長岡市

総合交通案内モニター」による、リアルタイムのバス位置

情報の配信方法等の検討を行う。 

・現行システムの維持管理方法

及び代替えシステムの検討 
Ｃ 

・現行システムは故障が多く維持管理コストがかかるため、アオーレ長岡

１階のモニターを廃止 

・現行システムでは維持管理コストが割高であり、経費の節減が図られる

情報提供の方法を検討中 

・現行システムの維持管理方法及

び代替システムの検討 

⑨-３わかりやすい公共交通マップの作成 

・地域住民による買い物・通院、来訪者の観光など、ター

ゲットや目的に応じたわかりやすい公共交通マップを作成

する。 

・地域コミュニティバスの公共

交通マップの作成を継続 

・インターネットなどによる経

路検察システムの導入を検討 

B 

・地域コミュニティバスの公共交通マップを作成 

・インターネットなどによる経路検察システムの導入について、越後交通

㈱との検討 

・地域コミュニティバスの公共交

通マップの作成を継続 

・インターネットなどによる経路

検察システムの導入を検討 

・新たな公共交通システムの勉強

会を実施 

⑩車両のバリアフ

リー化 

⑩-１低床バスの導入 

・高齢者を含めた誰もが使いやすい公共交通を目指し、基幹

病院を経由する路線を優先に、低床バスの導入を進める。 

・交通事業者と調整しながら適

宜実施 
Ａ 

・低床バス ５台導入（市補助なし） 

※H31.3 現在、乗合バス 180 台中、低床バス 89 台（49％）で、生活交通

改善事業計画で目標（１/３）を達成済み 

・交通事業者と調整しながら適宜

実施 

※実施状況の評価 Ａ：計画通り Ｂ：一部達成 Ｃ：検討中 Ｄ：未着手 －：評価が困難なもの（年度の定期的評価が難しいもの） 
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施策 事業内容 
令和元年度実施状況 令和２年度 

実施予定内容 実施予定内容 評価 実施状況 

⑪天候の影響を受

けにくい公共交通

の運行 

⑪-１冬ダイヤの検討 

・天候の影響を受けにくい公共交通の実現のため、冬ダイ

ヤでの運行を検討する。 

・必要に応じて冬期における路線バスの定時性の実態調査

を行い、適宜事業を実施する。 

・交通事業者と調整しながら適

宜実施 
D 

・折り返し運行における余裕の確保には、人員体制の強化が必要となるた

め、現時点での実施は困難 

・交通事業者と調整しながら適宜

実施 

⑪-２悪天候時の情報提供の充実化 

・運休を知らせることができるように、ながおかバス i の

システム改良を行う。また、災害時の公共交通機関の情報

提供を、作成した「ながおか防災ホームページ（情報配信

システム）」等に掲載し、充実化を図る。 

・運休等の運行情報をながおか

バス i に掲載する。 

・災害時の運行情報を「ながお

か防災ホームページ」に掲載 

Ａ 
・運休等の運行情報をながおかバス i に掲載した。 

・災害時の運行情報を「ながおか防災ホームページ」に掲載した。 

・運休等の運行情報をながおかバ

ス i に掲載 

・災害時の運行情報を「ながおか

防災ホームページ」に掲載 

⑫多様な料金施策

の実施 

⑫-１乗り換え時、休日時の割引サービスの検討 

・郊外からのバス利用者が長岡地域の大規模商業施設や基

幹病院を訪れるには、市街地路線に乗り換える必要があ

り、乗り換えで発生する初乗り料金による割高感があるた

め、乗り換え割引の実施を検討する。 

・バス利用の需要が低下する休日について、休日割引や１

日乗車券などの導入を検討する。 

・交通事業者と調整しながら適

宜実施 
C 

・越後交通全線の休日乗り放題パス制度を実施中 

・高齢者などの割引サービスの可能性について検討中 

・交通事業者と調整しながら適宜

実施 

⑬バス待ち環境の

改善 

⑬-１バス待ち環境の改善 

・降雨および降雪時においても快適にバスを待つことがで

きるように、バス停上屋を整備する。 

・２箇所（陽光台、中之島）に

設置 

・網形成計画で位置づけた停留

所の整備進捗 

B ・２箇所（陽光台、中之島）に設置した。 

・２箇所（乙吉町、七日町）に設

置予定。 

・網形成計画で位置づけた停留所

の整備進捗 

⑭IC カードの 

導入検討 

⑭-１IC カードの導入検討 

 ・IC カードを導入することによって、利用者の利便性向上

や交通事業者の運行の効率化等の多様なメリットがあるた

め、これらの実現のために導入を検討する。 

・交通事業者と導入に向けた検

討を実施 
Ｃ 

・ＩＣカードシステムの導入には相当の経費が必要となるため、低コスト

技術の動向を見ながら交通事業者と検討中 

・交通事業者と導入に向けた検討

を継続 

・新たな公共交通システムの勉強

会を実施 

※実施状況の評価 Ａ：計画通り Ｂ：一部達成 Ｃ：検討中 Ｄ：未着手 －：評価が困難なもの（年度の定期的評価が難しいもの） 

 


